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�����今月の主なページ 

 2 年頭のあいさつ 
 4 2005年の出来事 
 6 第４次長期振興計画完成祝賀式 
 8 合併100日前イベント 
 10 四葉のスケッチ 
 12 レッツちゃれん児2005 
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 16 村の石造物あれこれ 
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�����今月の人口・世帯 
人口……4,258人　世帯……1,461戸 

焼山の滝 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
年
は
武
石
村
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
三
月
に
上
田
市
・
丸
子

町
・
真
田
町
と
武
石
村
の
合
併
が
あ

り
大
き
く
変
化
す
る
一
年
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
長
門
町
と
和
田
村
は
既

に
合
併
し
長
和
町
と
な
り
、
依
田
窪

病
院
を
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
支
え

て
き
て
い
た
だ
い
た
三
町
村
の
土
台

が
更
に
発
展
す
る
時
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

昨
年
三
月
に
は
三
階
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
四
百
四
十
㎡
に
拡

大
し
、
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

承
認
施
設
〈
Ａ
〉
を
取
得
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
を
新
規

に
採
用
し
、
入
院
患
者
さ
ん
に
対
し

て
は
三
百
六
十
五
日
体
制
の
リ
ハ
ビ

リ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

避
難
路
を
兼
ね
た
歩
道
橋
「
ふ
れ
あ

い
橋
」
も
近
く
完
成
し
、
三
階
の
回

復
期
リ
ハ
病
棟
か
ら
、
い
こ
い
の
丘

公
園
ま
で
容
易
に
行
け
る
よ
う
に
な

り
、
屋
外
リ
ハ
も
素
晴
ら
し
い
環
境

の
も
と
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

ば
な
い
病
院
も
あ
り
ま
す
が
、
当
院

は
安
全
な
医
療
を
行
う
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
そ
の
上
で
個
人
情
報
を
適

切
に
扱
う
方
針
で
す
。

大
変
残
念
な
こ
と
が
十
月
に
起
こ

り
ま
し
た
。
新
医
師
臨
床
研
修
制
度

が
始
ま
り
、
信
州
大
学
小
児
科
の
医

師
が
減
少
し
、
当
院
の
小
児
科
も
非

常
勤
体
制
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
や
役
場
と
連

携
し
て
行
っ
て
き
た
小
児
の
保
健
予

防
活
動
や
小
児
慢
性
疾
患
の
治
療
が

困
難
と
な
り
ま
し
た
。
な
る
べ
く
早

期
に
常
勤
化
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。上
田
市
産
院
の

存
続
問
題
と
も
合
わ
せ
て
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
ん
で
育
て
ら
れ
る
地

域
と
な
る
よ
う
に
上
小
地
域
全
体
で

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
地
方
自
治
体
の
財
政
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
不
採
算
部

門
で
あ
っ
て
も
運
営
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
中
小
規
模
の
自
治
体
立
病
院

は
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
全
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
病
院
を
維
持
、
発
展
さ
せ
、
地

域
住
民
の
方
々
の
健
康
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の

暖
か
い
御
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
病
院
に
対
す
る
御
要
望
な
ど

お
寄
せ
下
さ
い
。

今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

依
田
窪
病
院
病
院
長

三
澤
弘
道

次
に
四
月
か
ら
の

個
人
情
報
保
護
法
の
施

行
に
伴
い
、
依
田
窪
病

院
個
人
情
報
取
り
扱
い

規
定
を
策
定
し
、
個
人

情
報
保
護
管
理
責
任
者

（
今
井
副
院
長
）
の
下

に
、
情
報
管
理
委
員
会

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

外
来
診
察
時
に
個
々
の

患
者
さ
ん
の
名
前
を
呼
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平
成
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆

様
方
に
は
ご
健
勝
に
て
新
春
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、私

ど
も
村
に
と
り
ま
し
て
最
大
の
課
題

で
あ
り
ま
し
た
合
併
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
昨
年
二
月
の
住
民
投
票
、そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
三
月
の
議
会
議

決
を
経
て
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町

と
の
合
併
が
決
定
を
致
し
ま
し
た
。明

治
二
十
二
年
、
武
石
の
八
つ
の
村
が

合
併
し
武
石
村
が
発
足
し
て
以
来
百

十
八
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
は
新
し
い

地
域
づ
く
り
の
出
発
点
で
あ
り
ま
す
。

国
と
地
方
、
合
わ
せ
て
の
借
金
が

一
千
兆
円
と
も
い
わ
れ
る
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
少
子
高
齢
化
が
さ
ら

に
進
み
、
団
塊
の
世
代
と
い
わ
れ
る

人
た
ち
が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
す
る

時
代
が
目
前
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。

労
働
人
口
が
減
少
し
て
行
く
中
で
、

医
療
費
や
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
保
障
費
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
を
守
り
多
様
化
す
る
住
民
の

皆
様
の
要
望
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

自
治
体
の
行
財
政
能
力
の
向
上
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
四

市
町
村
が
力
を
合
わ
せ
て
自
治
体
の

基
盤
の
強
化
を
図
り
自
主
的
、
持
続

的
発
展
を
目
指
し
て
、
今
日
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
積
み
重
ね
て
き
た

ま
と
ま
り
や
、
地
域
の
特
性
を
大
切

に
し
な
が
ら
一
体
的
に
発
展
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
協
議

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
第
四
次
長
期
振
興

計
画
の
完
成
祝
賀
式
も
執
り
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成

十
年
度
か
ら
十
七
年
度
ま
で
で
あ
り

ま
す
が
、
村
道
武
石
和
田
線
改
良
、

親
嶽
橋
改
築
、
村
道
飛
魚
線
改
良
、

上
下
小
寺
尾
橋
改
築
、
丸
子
テ
レ
ビ

放
送
網
の
全
村
エ
リ
ア
拡
大
に
よ
る

難
視
聴
の
解
消
、
下
水
道
事
業
の
完

成
、
水
道
施
設
の
改
良
、
若
者
定
住

促
進
の
住
宅
建
設
補
助
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、
福
祉
企
業

セ
ン
タ
ー
改
築
、
小
学
校
の
大
規
模

改
修
、
依
田
窪
南
部
中
学
校
体
育
館

の
改
築
、
高
校
通
学
費
補
助
、
Ｊ
Ａ

水
稲
育
苗
施
設
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

改
修
補
助
な
ど
数
多
く
の
事
業
を
行

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
議

会
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
や
工
事
関

係
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
新
上
田
市
と
な
り
ま
す
が

こ
の
地
域
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
域
で
住
む
皆
様

が
ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
を
考

え
、
そ
し
て
力
を
合
わ
せ
て
そ
れ
に

向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
が
良
い
地
域
づ
く
り
に
繋
が
っ

て
行
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
本
年
が

村
に
と
り
ま
し
て
も
村
民
皆
様
に
と

り
ま
し
て
も
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
十
八
年
の
新
春
を
皆
様
ご

健
勝
で
お
迎
え
さ
れ
た
こ
と
と
拝
察

申
し
上
げ
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
一
昨
年
よ
り
村
を
あ
げ

て
論
議
を
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
合
併

問
題
も
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
あ
る

ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
三
月
六
日
よ

り
、
新
生
上
田
市
と
し
て
決
定
い
た

だ
き
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
最
終
調
整
を
進
め
な
が
ら
新

し
い
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
支
障
の
な

い
よ
う
行
政
を
中
心
に
努
力
を
し
て

い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

先
人
が
百
十
八
年
に
わ
た
り
築
き

あ
げ
て
き
た
伝
統
と
歴
史
の
あ
る
武

石
村
が
、
将
来
を
見
据
え
た
合
併
に

よ
り
名
前
が
消
え
る
こ
と
は
、
関
係

し
た
立
場
の
者
と
し
て
は
何
と
も
い

え
な
い
さ
び
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
お
互
い
の

信
頼
と
協
力
に
よ
っ
て
希
望
の
も
て

る
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
努
力
を
す

る
所
在
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

市
会
議
員
の
選
挙
に
お
い
て
は
、（
武

石
区
は
二
名
）
将
来
を
託
す
に
ふ
さ

わ
し
い
代
表
の
選
出
も
併
せ
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
内
外
の
状
況
は
連
日
凶
悪
な
犯

罪
を
は
じ
め
、
不
法
建
築
に
よ
る
不

信
感
な
ど
、不
透
明
な
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。地
域
に
お
い
て
は
、上

田
産
院
継
続
問
題
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
て
お
り
ま
す
。
少
子
化
問
題
に

一
番
関
係
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
発
展
に
関
連
す
る
問
題
も
ま

だ
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

若
者
達
に
安
心
し
て
将
来
を
託
す

る
べ
く
地
域
が
誕
生
で
き
る
よ
う
議

会
と
し
て
も
全
力
を
尽
く
し
、
任
期

を
全
う
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
が
さ
ら
に
ご
健
康
で
本
年
が

素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

武
石
村
長

下
村
　
聖

村
議
会
議
長

木
下
憲
治
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昨年の主な出来事 

武石村においても様々な出来事がありました。 
平成１８年３月６日で新上田市となります。 
皆さんにとってどんな思い出がありましたか？ 

 
 ８日 第26回村長杯争奪バレーボール大会（～29日） 
 ９日 定例村議会（～15日） 
 26日 消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏武石大会 
  

 ２日 第17回公民館長杯ゲートボール大会 
 10日 消防団ポンプ操法・ラッパ吹奏上小大会 
  

 12日 第24回武石村夏祭（～15日） 
 18日 新市発足200日前イベント 
 28日 依田窪プールまつり 
 28日 早起き野球村長杯争奪戦 
  

 ６日 定例村議会（～21日） 
 11日 衆議院議員総選挙 
 11日 第21回村民ゴルフ大会 
 17日 敬老会 
  

  ９日 第27回村民体育祭 
 23日 第16回ともしびの里駅伝大会 
 23日 第20回上田市東御市小県郡市町村対抗駅伝大会 
 30日 第12回分館親善マレットゴルフ大会 
  

 ５日 ともしびの里文化祭（～６日） 
 19日 武石新そば祭り（～20日） 
 25日 武石村第４次長期振興計画完成祝賀式 
 26日 新市発足100日前イベント 
    

 ４日 第11回かあちゃん大集合inたけし 
 ８日 定例村議会（～14日） 
 ８日 人権を考える村民の集い 
 22日 番所ヶ原スキー場OPEN 
 27日 消防団年末夜警（～30日） 

 １日 新年祝賀式・成人式 
 ９日 消防出初め式 
 11日 平成17年新区長会 
 29日 灯りを楽しむ会 
 
  
 13日 武石村の合併についての意思を問う住民投票 
 18日 上田市・丸子町・真田町・武石村合併協定調印式 
 20日 第12回ともしびの里芸能祭 
 23～25日 スペシャルオリンピックス 
  （サンマリノ共和国来村） 
 
  
 ４日 定例村議会（～22日） 
 20日 番所ヶ原GSLスキー記録会 
 中旬 福寿草まつり（～4月上旬） 
 27日 消防団辞令交付式･保護救出要員委嘱式 
 
  
 １日 武石村保育園入園式 
 １日 武石村福祉企業センター「ふれあい」開所 
 ５日 依田窪南部中学校入学式 
 ６日 武石小学校入学式 
 17日 一心様のお祭り  
 
  
 ８日 長野県市町村対抗駅伝大会 
 15日 第10回ともしびの里ソフトバレーフェスティバル 
 22日 早起き野球連盟リーグ戦開幕（～7月） 

さかなのつかみどり 

ともしびの里文化祭 ともしびの里駅伝大会 

敬老会 

夏祭り 

成人式 

一心様のお祭り 市之瀬こいのぼり 

福寿草まつり 

合併協定調印式 
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し
か
し
、
本
村
で
は
、
本
年
二
月
の

住
民
投
票
、
三
月
の
議
会
議
決
を
経

て
新
上
田
市
し
て
来
年
三
月
六
日
に

発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
研
究
期
間
を
経
る
中
で
、
住

民
、
議
会
は
上
田
市
域
で
の
合
併
を

選
択
い
た
し
ま
し
た
。

少
子
・
高
齢
化
は
い
よ
い
よ
進
行

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

住
民
の
考
え

方
や
ニ
ー
ズ
も
き
わ
め
て
多
岐
に
わ

た
り
、
こ
れ
に
伴
い
行
政
需
要
も
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
か
ら
い
わ
ば
ソ
フ

ト
事
業
を
い
か
に
工
夫
し
て
行
う
の

か
が
課
題
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

医
療
費
、
年
金
を
始
め
と
す
る
社

会
保
障
費
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十

二
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
も
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
高
齢
者
・
障
害

者
福
祉
の
需
要
は
ま
だ
ま
だ
増
大
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

少
子
化
対
策
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

教
育
費
の
増
大
、
公
共
交
通
対
策
、

雇
用
対
策
も
地
域
住
民
の
大
き
な
願

い
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
行
政
需
要
に
如
何
に
対

応
し
て
い
く
の
か
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
度
の
合
併
は
、
新
し
い
時
代
の

行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
経
費

の
節
減
を
図
り
、
行
政
体
制
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
の

ス
リ
ム
化
と
同
時
に
、
地
域
の
自
主

性
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

武
石
村
に
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
が
置

か
れ
、
総
合
支
所
機
能
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
自
主
的
、
主
体
的
地
域
活
動

を
支
援
し
た
り
、行
政
に
対
す
る
審
議

会
的
な
役
割
も
持
つ
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
新
し
い
工
夫
の
基

に
今
回
の
合
併
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

こ
の
、
地
域
の
斬
新
的
な
発
想
を

持
っ
て
生
ま
れ
た
地
域
自
治
セ
ン
タ

ー
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

ま
さ
に
、
地
域
の
発
展
は
、
こ
の

地
域
に
住
む
住
民
の
主
体
的
活
動
、

私
た
ち
の
知
恵
の
出
し
方
に
掛
か
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

四
市
町
村
が
合
併
に
よ
り
力
を
合

わ
せ
、
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
こ
の
地
域
の
人
や
、
自
然
、
産

業
な
ど
の
独
自
の
資
源
を
有
効
に
生

か
し
て
独
自
の
地
域
作
り
を
行
う
こ

と
。
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

村
づ
く
り
に
対
し
皆
様
方
の
、
さ
ら

に
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

◆
若
者
定
住
促
進

●
住
宅
団
地
の
造
成

◆
保
健
福
祉
の
充
実

●
武
石
村
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

◆
産
業
の
振
興

●
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
改
修

◆
水
道
の
配
水
、
漏
水
対
策

●
簡
易
水
道
中
央
第
三
配
水
地

◆
教
育
環
境
の
整
備

●
武
石
小
学
校
大
規
模
改
修

【
功
績
表
彰
】（
敬
称
略
）

◆
橋
詰
映
茂

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
か
ら
平

成
十
三
年
十
一
月
ま
で
二
十
一

年
間
民
生
児
童
委
員
と
し
て
活

躍
◆
下
城
嘉
守

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
就
任
以

来
現
在
ま
で
二
十
一
年
間
選
挙

管
理
委
員
と
し
て
活
躍

◆
新
井
繁
雄

昭
和
六
十
二
年
五
月
初
当
選
以

来
現
在
ま
で
十
八
年
間
村
議
会

議
員
と
し
て
活
躍

◆
橋
詰
伯
美

永
年
に
わ
た
り
子
ど
も
達
に
夏

休
み
中
の
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を

通
じ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

尽
力

【
工
事
表
彰
】（
敬
称
略
）

・
北
澤
土
建
株
式
会
社
・
株
式

会
社
松
井
建
設
・
有
限
会
社
ジ

ョ
ウ
シ
タ
・
有
限
会
社
児
玉
商

会
【
感
謝
状
】（
敬
称
略
）

・
有
限
会
社
和
泉
建
設
・
イ
ト

ー
住
宅
・
有
限
会
社
掛
川
造

園
・
有
限
会
社
清
住
工
業
・
桐

屋
建
設
・
合
資
会
社
近
藤
製
材

所
・
坂
口
建
設
・
株
式
会
社
鮫

島
・
有
限
会
社
滝
沢
住
建
・
株

式
会
社
樋
沢
産
業
・
有
限
会
社

美
国
ホ
ー
ム
・
有
限
会
社
内
田

屋
・
竹
内
ト
ガ
園
・
武
石
村
共

同
体
・
株
式
会
社
イ
ン
テ
リ
ア

大
英
・
株
式
会
社
信
州
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
・
丸
子
テ
レ
ビ
放

送
株
式
会
社
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十
一
月
二
十
五
日
、
中
央
公
民
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
第
四
次
長

期
振
興
計
画
完
成
祝
賀
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

平
成
十
年
度
か
ら
十
年
間
の
第
四

次
武
石
村
長
期
振
興
計
画
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
三
月
五
日

を
も
っ
て
武
石
村
は
明
治
二
十
二
年

以
来
百
十
八
年
に
な
る
歴
史
を
閉
じ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度

ま
で
の
実
質
八
年
間
、さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
展
開
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
大
き
な
前
進
を
み
ま
し
た
。

祝
賀
式
は
午
前
十
一
時
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
始
ま
り
ま
し
た
。

小
山
助
役
よ
り
事
業
の
経
過
報
告

後
、
村
づ
く
り
に
功
績
の
あ
っ
た
皆

さ
ん
の
表
彰
と
主
要
事
業
工
事
関
係

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
村
長
式
辞
】

本
日
こ
こ
に
、
第
四
次
武
石
村
長

期
振
興
計
画
諸
事
業
工
事
の
完
成
を

祝
う
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

公
私
御
多
忙
の
と
こ
ろ
、
多
数
の
ご

来
賓
の
皆
様
に
お
出
か
け
を
い
た
だ

き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
ま
ず
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
村
で
は
、
計
画
的
な
村
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
昭
和
四
十
年
代
か

ら
、
ほ
ぼ
十
年
ご
と
に
長
期
振
興
計

画
を
樹
立
し
行
政
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
第
四
次
武
石
村
長
期
振
興

計
画
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
平
成
十

四
年
度
ま
で
の
十
年
間
の
、
村
づ
く

り
を
進
め
る
基
本
計
画
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ご
承
知
の
と
お
り
本
村
は

来
年
三
月
六
日
を
も
っ
て
新
上
田
市

と
な
り
ま
す
。

合
併
を
目
前
と
し
た
こ
の
時
期
に

武
石
村
の
村
づ
く
り
を
振
り
返
る
こ

と
は
、
上
田
市
と
な
っ
て
も
、
こ
の

地
域
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か

の
「
道
し
る
べ
」
と
な
る
と
考
え
、

本
日
こ
の
式
を
行
う
こ
と
と
し
た
次

第
で
す
。

こ
の
計
画
が
始
ま
る
平
成
十
年
当

時
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
回
復

策
の
た
め
、
国
で
は
積
極
的
な
経
済

政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
頃
で
し
た
。

本
村
で
も
、
こ
の
方
針
に
乗
り
、

公
共
事
業
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
整
備
、
下
水
道

整
備
、
学
校
改
修
、
福
祉
施
設
等
の

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
始
め
、福
祉
・
医

療
、
教
育
、
生
活
環
境
、
交
通
、
産

業
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た

る
事
業
を
ス
ム
ー
ス
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
積
極
的
財
政

政
策
に
よ
り
、
国
、
地
方
は
借
金
が

大
幅
に
増
え
、
本
村
も
財
政
は
急
激

に
悪
化
し
ま
し
た
。

財
政
再
建
の
た
め
の
、
三
位
一
体

の
改
革
を
始
め
と
す
る
行
財
政
改
革

の
中
、
近
年
は
本
村
の
最
も
主
要
な

財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
が
大
幅
な

減
に
な
り
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
頃
か
ら
は
、
上
小

地
域
に
お
い
て
合
併
問
題
が
大
き
な

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
合
併
問
題
の
背
後
に
は
、

こ
う
し
た
国
、
地
方
の
財
政
の
悪
化

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
私
は
そ
れ
以
上
に
、
地
方

分
権
の
推
進
に
よ
り
、
そ
れ
に
対
応

で
き
る
受
け
皿
づ
く
り
が
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
、
行
政
も
緻
密
で
、

専
門
性
の
高
い
も
の
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

住
民
に
身
近
な
問
題
は
住
民
に
一

番
身
近
な
自
治
体
が
行
う
の
が
自
治

の
基
本
で
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
自
治
体
に
そ
れ
だ
け

の
能
力
や
財
政
力
い
わ
ば
体
力
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
の
合
併
の

基
本
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

合
併
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
本

村
を
始
め
上
小
地
方
の
各
町
村
で
は
、

住
民
運
動
や
、
署
名
活
動
が
起
こ
る

な
ど
、
大
き
な
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
交
通
体
系
の
整
備

●
村
道
飛
魚
線

◆
情
報
基
盤
の
整
備

●
地
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実

◆
下
水
道
の
整
備
に
よ
る
村
民
生
活

の
向
上
、
河
川
の
水
質
改
善

●
余
里
小
沢
根
地
区
終
末
処
理
場

武
石
村

第
四
次
長
期
振
興
計
画
完
成
祝
賀
式
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十
月
三
十
日
、
第
二
十
三
回
武
石

村
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
大
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】

優
　
勝

姫
野
・
荻
原
ペ
ア
（
武
石
村
）

準
優
勝

伏
見
・
伊
藤
ペ
ア
（
武
石
村
）

第
三
位

二
宮
・
木
下
ペ
ア
（
武
石
村
）

【
女
子
の
部
】

優
　
勝

柳
沢
・
鷹
野
ペ
ア
（
丸
子
町
）

準
優
勝

児
玉
・
木
下
ペ
ア
（
武
石
村
）

第
三
位

横
山
・
柳
沢
ペ
ア
（
丸
子
町
）

子
ど
も
は
風
の
子
元
気
な
子

寒
さ
が
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
保
育
室
を
暖
め
て
子
ど
も
た
ち

の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
と
、
子
ど
も

た
ち
が
息
を
弾
ま
せ
て
、
帰
っ
て
く

る
な
り
「
暑
い
！
」
の
一
声
。
早
く

遊
び
た
く
て
走
っ
て
帰
っ
て
き
た
様

子
が
伺
え
ま
す
。
本
当
に
元
気
な
子

ど
も
た
ち
で
す
。

初
雪
が
降
っ
た
日
に
は
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
隅
っ
こ
に
固
め
て
あ
る
少
量

の
雪
を
見
て
「
雪
合
戦
だ
！
」
の
声

と
と
も
に
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
少
な

い
貴
重
な
雪
を
大
事
そ
う
に
か
き
集

め
て
は
こ
れ
で
も
か
と
雪
を
投
げ
あ

い
ま
す
。
前
か
ら
後
ろ
か
ら
飛
び
交

う
雪
を
よ
け
な
が
ら
白
熱
す
る
合
戦

に
、
雪
玉
を
作
る
子
、
投
げ
る
子
と

い
う
連
携
プ
レ
ー
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

や
り
だ
し
た
ら
と
ま
ら
な
い
ぐ
ら
い

面
白
い
よ
う
で
、「
お
や
つ
だ
よ
ー
」

の
声
も
ま
っ
た
く
耳
に
入
り
ま
せ
ん
。

暗
く
な
る
ま
で
な
か
な
か
や
め
よ
う

と
は
し
な
い
子
ど
も
た
ち
を
中
に
入

ら
せ
る
指
導
員
に
「
も
っ
と
や
り
た

か
っ
た
の
に
ー
」
と
ぶ
つ
ぶ
つ
文
句

も
で
ま
す
。
そ
う
い
い
な
が
ら
も
い

ざ
お
や
つ
を
目
に
す
る
と
、「
早
く
食

べ
た
い
、
食
べ
た
い
」
と
今
度
は
指

導
員
が
せ
か
さ
れ
る
番
で
す
。「
い
た

だ
き
ま
ー
す
」
で
一
斉
に
食
べ
は
じ

め
、
わ
い
わ
い
が
や
が
や
食
べ
る
子

ど
も
の
笑
顔
や
楽
し
げ
な
雰
囲
気
が

お
や
つ
を
一
層
お
い
し
く
し
て
く
れ

る
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
お
や
つ
は
楽
し
み
で
あ
る
上
に
次

に
遊
ぶ
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
で

す
。
食
べ
終
わ
っ
て
お
皿
を
洗
っ
た

後
も
じ
っ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
お

迎
え
の
時
間
ま
で
に
早
く
遊
ば
な
き

ゃ
、
と
大
忙
し
で
す
。
ま
た
、
つ
い

先
日
は
毎
年
恒
例
の
親
子
遠
足
企
画

で
ボ
ー
リ
ン
グ
を
大
は
し
ゃ
ぎ
で
楽

し
み
、
こ
れ
か
ら
は
ク
リ
ス
マ
ス
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
で
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
に
は
寒
さ
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

る
暇
は
な
い
よ
う
で
す
。

明るくきれいな選挙を推進することを目的と

した「平成17年明るい選挙啓発ポスター地方審

査」において武石小学校六年生の小田菜摘さん

と宮越紗也佳さんの作品が入選されました。

明るい選挙
啓発ポスター入選

昨年11月21日、塩尻市で行われました国民参

政115周年・普選80周年・婦人参政60周年記念

選挙関係功労者表彰において、20年以上にわた

り選挙の執行に尽力されました武石村選挙管理

委員会委員長の下城嘉守さんが内閣総理大臣表

彰を受賞されま

した。

内閣総理大臣表彰

宮
越
紗
也
佳
さ
ん
作
品

小
田
菜
摘
さ
ん
作
品

第23回武石村長杯

ソフト
テニス大会
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十
一
月
二
十
六
日
、
合
併
百
日
前

イ
ベ
ン
ト
「
み
ん
な
で
つ
な
ご
う
四

市
町
村
ト
ー
チ
リ
レ
ー
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
生
上
田
市
発
足
に
向
け
、
住
民

の
新
市
へ
の
期
待
感
と
四
市
町
村
の

一
体
感
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
武
石
村

（
と
も
し
び
博
物
館
〜
鳥
居
前
）
丸
子

町
（
丸
子
町
文
化
会
館
〜
カ
ネ
ボ
ウ

跡
地
）
上
田
市
（
上
田
市
中
央
公
民

館
〜
上
田
城
跡
公
園
）
真
田
町
（
傍

陽
小
学
校
前
〜
御
屋
敷
公
園
）
へ
と

繋
が
れ
ま
す
。

と
も
し
び
博
物
館
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
ト
ー
チ

ラ
ン
ナ
ー
の
紹
介
や
武
石
小
学
校
児

童
に
よ
る
「
ロ
ッ
ク
信
濃
の
国
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

点
火
式
で
は
下
村
村
長
が
ま
い
ぎ

り
で
火
お
こ
し
を
行
い
ま
し
た
。
ト

ー
チ
に
火
が
つ
く
と
元
気
良
く
ラ
ン

ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

丸
子
町
、
上
田
市
と
各
コ
ー
ス
を

ま
わ
り
、
無
事
に
真
田
町
の
御
屋
敷

公
園
で
到
着
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

十
二
月
四
日
、
第
十
一
回
か
あ
ち

ゃ
ん
大
集
合
Ｉ
Ｎ
武
石
が
中
央
公
民

館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
の
十
年
後
は
ど
ん
な
自

分
を
想
像
し
ま
す
か
？
そ
し
て
ど
ん

な
自
分
に
な
っ
て
い
た
い
で
す
か
？
」

そ
ん
な
思
い
を
こ
め
た
「
よ
も
や
ま

話
」
の
寸
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

寸
劇
「
よ
も
や
ま
話
」
の
続
き
は
、

観
客
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
東
　
誠
子

さ
ん
が
招
か
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
よ

も
や
ま
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
「
十
年
後
も

元
気
で
い
た
い
」「
子
や
孫
、
家
族
み

ん
な
で
仲
良
く
暮
ら
し
た
い
」「
今
で

き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
」
な

ど
様
々
な
よ
も
や
ま
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

東
　
誠
子
さ
ん
は
「
家
族
が
平
和

で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
を
、

今
以
上
に
良
く
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
場
合
、
ま
す
ま
す
地
域
の
つ
な

が
り
が
大
切
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
先
、

武
石
に
住
み
た
い
な
ど
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
。

ま
た
、
な
に
か
や
る
と
き
は
、「
行
政

は
な
に
も
し
て
く
れ
な
い
」「
地
域
は

協
力
し
て
く
れ
な
い
」「
人
は
感
謝
し

て
く
れ
な
い
」
な
ど
と
、
く
れ
な
い

こ
と
に
不
満
を
言
う
の
で
は
な
く
一

緒
に
考
え
、
行
動
を
と
る
こ
と
が
必

要
。
く
れ
ぐ
れ
も
【
く
れ
な
い
族
】

に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

十
一
月
三
十
日
、
武
石
村
工
業
振

興
会
と
行
政
と
の
情
報
交
換
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
役
場
か
ら
は
、
総
務

課
長
、
産
業
振
興
課
長
、
企
画
財
政

課
長
の
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

北
澤
会
長
よ
り
「
合
併
を
間
近
に

向
か
え
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
や
地
域
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
出
来
れ
ば
良
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で

は
、
ま
ず
役
場
か
ら
行
政
組
織
の
関

係
、
工
業
や
産
業
の
融
資
関
係
、
そ

の
他
地
域
づ
く
り
に
関
係
す
る
こ
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
か
ら
は

「
地
域
審
議
会
に
つ
い
て
」や「
自
治
会

の
組
織
」、「
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の

規
模
」、「
武
石
地
域
の
過
疎
化
」な
ど

の
質
問
が
あ
り
、
新
市
で
の
調
整
事

項
や
課
題
な
ど
を
話
し
あ
い
ま
し
た
。

東　誠子さん
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◆文化芸術協会　新春文化講演会 

　　　「身体で感じる美しい所作の秘密」 

日　　時�1月14日（土）15:00～16:30 
場　　所�上田市文化会館ホール 
内　　容�西川扇藏さん（西川流十世宗家・日本舞踊家・
　　　　　人間国宝）をによる講演と素踊りの上演 
入 場 料�無料 
問 合 せ�上田市文化芸術協会事務局 
　　　　　（上田市教育委員会文化振興課内） 
　　　　　�23-5102 
  
 
 
 
◆笑う門には福来たる！ 

 　合併記念イベント「立川流落語会 in 丸子」 
昨年、真打に昇進した丸子出身の立川談慶が、師匠の
談志らとともにやって来ます。立川一門の落語で新年
を明るくお迎えください。 
期　　日�2月7日（火） 
会　　場�丸子町文化会館（セレスホール） 
開演時間�午後6時30分（6時開場） 
出 演 者�立川談慶　立川談志　立川志の輔　他 
チケット�Ｓ席4,000円／Ａ席3,500円（全席指定） 
問 合 せ�丸子町文化会館　�42-0001 
  
 
 
 
◆自家用みそを作りませんか 

真田町の農業活性化施設「ゆきむら夢工房」では、自
宅で取れた大豆とお米の持ち込みで、自家用みその加
工をお受けしています。大豆1斗に米1斗で加工賃は
8,200円（予定、麹菌代含む）。加工には約4日かかります。 
　ご希望の方は事前に申し込みください。 
期間�2月上旬からおおむね６月上旬 
場所�真田町　ゆきむら夢工房 
申込･問合せ�ゆきむら夢工房℡72-0150 
 
  
 
 
◆大自然に囲まれたくつろぎの宿 

元禄の昔から地元の人々に胃腸病に効き、身体の良
く温まる湯、脳の働きを良くする（頭の良くなる）
名湯として親しまれてきた岳の湯温泉雲渓荘。宿泊
や日帰り入浴もできます。 
問 合 せ�岳の湯温泉雲渓荘 �85-2263  
　　　　　　武石村開発公社事務局 �86-2829

上田市 

丸子町 

真田町 

武石村 　
七
年
目
に
一
度
に
行
わ
れ
る
子
檀
嶺
神

社
の
御
柱
大
祭
。
今
ま
で
に
発
見
さ
れ
た

記
録
の
中
で
、
天
明
２
年
（
１
７
８
２
年
）

に
行
わ
れ
た
も
の
が
最
も
古
い
そ
う
で
す
。 

　
奉
納
さ
れ
る
お
ね
り
行
列
は
、百
万
石
の

大
名
行
列
を
模
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、行
列

の
中
に「
お
か
め
」と「
ひ
ょ
っ
と
こ
」（
ふ
り
ふ

く
べ
）の
余
興
が
入
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。 

　
こ
の
祭
事
は
、
２
０
０
年
以
上
に
も
わ

た
り
、
宮
元
の
小
沢
根
・
余
里
の
地
区
の

方
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和
４３
年
か
ら
全
村
民
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
信
濃
国
分
寺
が
１
月
７
日
・
８
日
の
八

日
堂
縁
日
で
、
参
拝
者
に
授
け
る
護
符
「
蘇

民
将
来
符
」
。
室
町
時
代
か
ら
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
蘇
民
将
来
信
仰
に
基
づ

い
て
頒
布
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
こ
の
護
符
は
、
国
分
寺
の
門
前
に
家
を

構
え
る
「
蘇
民
講
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に

よ
り
、
ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
の
木
を
手
彫
り
で
六

角
錐
に
仕
上
げ
た
後
、
国
分
寺
住
職
な
ど

が
墨
と
朱
で
「
大
福
」「
長
者
」「
蘇
民
」

な
ど
の
文
字
や
紋
様
を
書
き
入
れ
ま
す
。 

　
民
芸
品
と
し
て
格
調
高
く
、
国
の
選
択

無
形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

災
難
を
よ
け
、福
を
招
く 
●
八
日
堂
と
蘇
民
将
来
符
 

七
年
に
一
度
の
大
祭
事
　 

　
真
田
町
の
戸
沢
区
で
毎
年
２
月
８
日
に

行
わ
れ
る
の
が
、
ね
じ
と
馬
引
き
行
事
。

全
国
的
に
も
珍
し
く
、
国
の
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
で
す
。
早
朝
に
幼
児
が
、
わ
ら

づ
と
に
入
れ
た
ね
じ
を
背
負
わ
せ
た
わ
ら

馬
を
引
き
、
道
祖
神
に
お
参
り
し
て
無
病

息
災
を
祈
り
ま
す
。
ね
じ
は
、
こ
ね
て
蒸

か
し
た
米
粉
に
赤
や
緑
の
食
紅
で
彩
色
し
、

餡
を
入
れ
、
木
の
葉
や
動
物
な
ど
を
か
た

ど
っ
た
食
べ
物
。
道
祖
神
に
供
え
た
り
、

お
参
り
の
後
に
、
母
親
ど
う
し
で
交
換
し

合
い
ま
す
。
幼
子
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
う
け
つ
が
れ
る
伝
統
の
行
事
で
す
。 

幼
子
の
無
病
息
災
を
祈
る 

上
田
市 

丸
子
町 

真
田
町 

武
石
村 

共
通
企
画 

平成18年3月6日、私たちの住むまちは合

併して新しい市に生まれ変わります。お互

いのまちにはどんな個性があるのでしょうか？ 

このコーナーでは、そんな4市町村の魅力

を毎月テーマに沿って紹介しています。 

●今月のテーマ 

●
子
檀
嶺
神
社
御
柱
大
祭 

　
破
竹
の
勢
い
か
ら
「
旭
将
軍
」
と
称
さ

れ
た
平
安
末
期
の
武
将
・
木
曽
義
仲
。
治

承
４
年
（
１
１
８
０
年
）、
義
仲
は
平
家

討
伐
の
兵
を
こ
こ
丸
子
の
地
で
挙
げ
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
合
戦
を
前
に
太
鼓
を
高

ら
か
に
打
ち
鳴
ら
し
、
将
兵
の
士
気
を
鼓

舞
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
曽
義

仲
挙
兵
太
鼓
は
そ
の
故
事
に
な
ら
い
、
昭

和
４３
年
に
創
作
さ
れ
ま
し
た
。 

　
獅
子
頭
や
時
代
衣
装
を
身
に
つ
け
、
激

し
く
踊
り
な
が
ら
打
ち
鳴
ら
す
こ
の
太
鼓

は
、
今
も
鹿
教
湯
の
人
々
を
中
心
に
受
け

継
が
れ
て
お
り
、
聴
く
者
を
往
事
の
世
界

へ
と
誘
い
ま
す
。 

勇
壮
な
伝
統
の
響
き 

●
木
曽
義
仲
挙
兵
太
鼓 

●
戸
沢
の
ね
じ
と
馬
引
き
行
事
 

あ
さ
ひ 

こ      

ま
ゆ
み   
ね
の 

ふ 

あ
ん 

じ 

お
う   

じ 

い
ざ
な 

し
ょ
う 
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○宮廷女官チャングムの誓い 全三巻
（日本放送協会 編）

○上田・佐久の民話（滝沢きわこ 著）
○土の中の子供　　（中村文則 著）
○今から始める山のスケッチ

（山里寿男 著）
○もっと、生きたい（yoshi 著)
○いのちの授業（神奈川新聞報道部 編）
○十四歳いらない子（ヨズキ 著）
○電気・磁気の法則の発見者たち

（松原邦彦 著）
○児童図書
おおきなラッパとちいさなオリー・金
のりんご・おとしものしちゃった・ぴ
よ ぴよ ひよこ・うたう しじみ・ママ
ちいさくなーれ！・ぼく だんごむし・
こぶたは大きい・クレーン クレーン・
やねうらおばけ・うちのペットはドラ
ゴン・どんなかんじかなあ・うさぎの
ぴょんのクリスマス・あっ おちてくる
ふってくる・トマトさん・みんなでき
るかな？・オオカミと石のスープ

公民館図書室だより
～新刊が入りました、ご利用ください。～

人権教育紙上講座
№346

教育委員会
同和対策室

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心

障
害
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を

〜
人
権
週
間
の
重
点
目
標
そ
の
3
〜

◎
高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

日
本
の
平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び

や
少
子
化
な
ど
を
背
景
に
、
高
齢
化

は
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
高
齢
者

に
対
す
る
就
職
差
別
や
介
護
者
に
よ

る
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
家
族
等

が
本
人
に
無
断
で
そ
の
財
産
を
処
分

す
る
経
済
的
虐
待
な
ど
高
齢
者
に
か

か
わ
る
人
権
問
題
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」

が
決
定
さ
れ
、
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
を
大
切
に
し
、
高
齢

者
の
人
権
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◎
障
害
の
あ
る
人
の
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

現
在
、
障
害
者
施
策
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
車
椅
子
で

の
入
店
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
ア
パ
ー

ト
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
る
事
案
が
発

生
す
る
な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
に
対

す
る
理
解
や
配
慮
は
い
ま
だ
十
分
で

は
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
障
害
の

あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
が
阻
ま

れ
て
お
り
、「
障
害
の
あ
る
人
も
地
域

の
中
で
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社

会
に
」
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
理
念
は
完
全
に
実
現
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

障
害
者
基
本
計
画
や
法
律
の
一
部

改
正
、
発
達
障
害
者
支
援
法
な
ど
施

行
さ
れ
、
施
策
の
推
進
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
国
民
の
間
に
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
一

層
定
着
さ
せ
、
障
害
の
あ
る
人
の
自

立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

◎
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
理
解
し
よ
う

ア
イ
ヌ
の
人
々
は
国
民
と
し
て
、

そ
の
人
権
が
擁
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
の

人
々
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
な
い

た
め
、
就
職
や
結
婚
な
ど
の
上
で
偏

見
や
差
別
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
。

固
有
の
言
語
、
伝
統
的
な
儀
式
、

祭
事
や
多
く
の
口
承
文
学
（
ユ
ー
カ

ラ
）
な
ど
の
独
自
の
文
化
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
現
在
、
十
分
な
保
存
や

伝
承
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
ア
イ
ヌ
の
伝
統
な
ど
担
う

人
々
の
高
齢
化
に
よ
り
重
要
な
基
盤

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
し
、
理
解
と
認
識
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

池
内
　
寛
子 

大
霜
に
残
り
し
菊
を
手
折
り
き
て
最
後
で
す
よ
と

御
仏
に
供
う 

 

松
久
　
立
子 

冬
来
る
は
遅
し
と
安
堵
し
て
お
れ
ば
心
騒
ぎ
ぬ
今

朝
の
大
霜 

 

近
藤
美
代
子 

霜
月
の
空
に
向
っ
て
煙
立
つ
野
焼
き
の
煙
武
石
の

里
や 

 

脇
村
　
静
代 

今
年
ま
た
焼
芋
商
ふ
東
北
の
な
ま
り
に
親
し
む
秋

は
深
ま
る 

 

小
山
　
渥
子 

小
春
日
に
長
靴
干
せ
ば
赤
蜻
蛉
佇
み
お
れ
ば
心
安

ら
ぐ 

 

荒
井
　
怜
子 

寒
さ
ゆ
え
羽
化
で
き
ぬ
虫
拾
い
上
げ
息
ふ
き
か
け

つ
蘇
生
を
願
う 

 

清
水
　
恵
子 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
ほ
ぐ
し
て
陽
の
縁
に
家
族
四

人
の
枕
仕
上
ぐ
る 

 

雨
宮
八
重
子 

ひ
と
夏
の
楽
し
み
く
れ
し
ト
マ
ト
な
り
ご
苦
労
さ

ん
と
き
ょ
う
棚
こ
わ
す 

 

橋
詰
　
明
枝 

か
す
か
な
る
水
の
匂
い
も
絶
え
て
今
サ
ヘ
ル
に
砂

の
神
舞
い
降
り
る 

 

滝
沢
さ
ち
代 

意
志
伝
え
仕
ぐ
さ
で
示
す
孫
は
今
手
遊
び
覚
え
ジ

ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン 

 

荻
原
　
元
善 

春
先
よ
り
丹
精
込
め
て
の
菊
が
今
見
事
に
な
り
て

目
を
楽
し
ま
す 

あしあと短歌会編集事務局選 
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ろ
お
ん
せ
ん
を
見
ま
し
た
。
い
っ
た

時
に
、
し
ゃ
し
ん
を
と
っ
た
り
し
ま

し
た
。
つ
め
た
い
お
ん
せ
ん
や
あ
っ

た
か
い
お
ん
せ
ん
に
、
あ
つ
い
お
ん

せ
ん
も
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

き
れ
い
な
お
ん
せ
ん
は
、
ぜ
ん
ぶ
で

一
〇
こ
。
お
金
を
い
れ
る
お
ん
せ
ん

が
二
か
し
ょ
。
あ
と
の
八
か
し
ょ
も
、

み
ん
な
き
れ
い
で
し
た
。
あ
と
、
た

き
も
あ
っ
て
そ
れ
の
し
ゃ
し
ん
も
と

り
ま
し
た
。
そ
こ
の
、
お
く
の
ほ
う

に
、
か
い
だ
ん
、
か
い
だ
ん
、
ま
た
、

か
い
だ
ん
。
と
、
い
う
ふ
う
に
、
か

い
だ
ん
が
つ
な
が
っ
て
い
て
、
や
っ

と
上
に
つ
く
と
、
こ
ん
ど
は
、
く
だ

り
の
さ
か
み
ち
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を

く
だ
っ
て
い
っ
て
、
や
っ
と
お
昼
に

し
て
、
お
べ
ん
と
う
を
食
べ
ま
し
た
。

お
に
お
し
出
し
は
、
岩
が
ご
ろ
ご

ろ
し
て
い
て
、
そ
こ
を
ず
ー
と
歩
い

て
い
く
と
、
ス
タ
ン
プ
の
お
す
と
こ

が
あ
っ
て
、
も
っ
と
歩
く
と
、
か
ね

が
あ
っ
て
、
そ
の
近
く
に
、
か
い
だ

ん
が
あ
っ
て
そ
こ
を
、
の
ぼ
る
と
、

お
ま
も
り
う
り
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
ぼ
う
え
ん
き
ょ
う
が
あ
っ
て
、

そ
の
よ
こ
か
ら
見
え
る
小
さ
い
か
ん

ら
ん
車
が
、
ぼ
う
え
ん
き
ょ
う
で
見

る
と
、
目
の
前
で
見
た
み
た
い
に
大

き
く
見
え
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
バ

ス
に
も
ど
っ
て
、
す
こ
し
い
く
と
ト

イ
レ
タ
イ
ム
で
、
そ
れ
で
と
き
ど
き
、

よ
り
み
ち
を
し
な
が
ら
、
公
み
ん
か

ん
に
か
え
り
ま
し
た
。

四
時
十
分
に
つ
い
た
か
ら
、
み
ん

な
で
公
み
ん
か
ん
に
い
っ
て
、
あ
そ

び
ま
し
た
。
ま
た
い
き
た
い
よ
。

ん
か
、
本
当
の
温
泉
の
香
り
が
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ゆ
う
き
ち
ゃ
ん
た
ち
と

歩
い
て
い
た
ら
、
き
ゅ
う
な
か
い
だ

ん
が
あ
り
ま
し
た
。
四
〇
だ
ん
ぐ
ら

い
で
、
つ
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
登

っ
た
所
で
お
昼
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ

く
は
い
つ
も
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ポ

テ
ト
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
も
っ
て
い
き

ま
す
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
お
に
ぎ
り
は
、
は
ん
分
食
べ

て
は
ん
分
の
こ
し
ま
し
た
。
食
べ
た

後
、
木
で
た
た
か
い
を
し
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
う
へ
い
君
に
は
か
な
わ

な
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
バ
ス
に
も
ど
っ
て
、
こ
ん

ど
は
鬼
押
出
し
園
と
言
う
所
に
行
き

ま
し
た
。
鬼
押
出
し
園
に
は
石
、
岩

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う

上
に
は
、
お
ま
も
り
と
か
が
う
っ
て

ま
し
た
。
な
が
め
は
、
ど
っ
か
の
ゆ

う
園
ち
の
か
ん
ら
ん
車
が
見
え
ま
し

た
。
う
し
ろ
に
は
あ
さ
ま
山
と
か
が

見
え
ま
し
た
。
下
る
時
は
ち
が
う
道

を
通
っ
て
き
ま
し
た
。
石
と
石
の
間

の
ど
う
く
つ
み
た
い
な
所
に
、
光
ご

け
と
言
う
光
る
こ
け
を
見
つ
け
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
き
れ

い
で
し
た
。

今
日
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
群
馬
ま
で

行
っ
た
の
で
つ
か
れ
ま
し
た
。
と
く

に
、
賽
の
河
原
の
池
の
け
む
り
の
中

に
入
っ
た
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。

十
月
十
六
日（
日
）、
草
津
町
に
あ
る
「
賽
の
河
原
公
園
」と
嬬
恋
村
の「
鬼

押
出
し
園
」
に
二
十
九
名
の
児
童
で
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。
今
回
は
こ

れ
に
参
加
し
た
全
児
童
の
感
想
文
の
中
か
ら
二
名
の
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

レッツ
 

ちゃれ
ん児 

 200
5

草
つ
お
ん
せ
ん
と
、お
に
お
し
出
し

を
た
ず
ね
て
の
た
び

二
年
敬
組
　
は
し
づ
め
　
る
な

わ
た
し
は
、
ま
ず
、
草
つ
お
ん
せ

ん
に
行
っ
て
、
一
ぱ
ん
だ
っ
た
の
で
、

せ
ん
と
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
、
公
み
ん
か
ん
ち
ょ
う
さ

ん
の
あ
と
に
つ
い
て
い
っ
て
、
色
い

賽
の
河
原
と

鬼
押
出
し
園
に
行
っ
た
こ
と

三
年
敬
組
　
近
　
藤
　
樹
　
生

今
日
、
レ
ッ
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、

群
馬
に
行
き
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、

賽
の
河
原
に
行
き
ま
し
た
。
賽
の
河

原
に
は
池
が
十
三
こ
ぐ
ら
い
あ
り
ま

し
た
。
山
の
お
く
だ
け
ど
温
か
い
お

ゆ
も
あ
る
し
、
つ
め
た
い
水
も
あ
り

ま
し
た
。
班
で
行
動
を
と
る
と
言
っ

た
の
で
、
班
で
行
動
し
ま
し
た
。
ゆ

う
き
ち
ゃ
ん
や
、
し
お
り
ち
ゃ
ん
た

ち
と
い
っ
し
ょ
で
し
た
。

幸
せ
の
池
と
言
う
所
に
は
、
お
金

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
一
〇
え

ん
ば
っ
か
り
入
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

鬼
の
つ
ぼ
と
言
う
池
は
、
ゆ
け
む
り

が
で
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
ゆ
は
、

す
っ
ー
ご
く
あ
つ
か
っ
た
で
す
。
け

む
り
の
中
を
と
お
っ
て
み
た
ら
、
な
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福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

り
ま
し
た
。
最
終
日
に
工
賃
を
計

算
し
た
給
料
袋
を
渡
す
と
「
こ
こ

は
働
い
て
い
る
と
い
う
実
感
が
持

て
る
施
設
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。」
と
答
え
、
同
僚
の
拍
手
に
お

く
ら
れ
実
習
を
終
え
ま
し
た
。

進
路
指
導
の
百
瀬
先
生
は
、

「
盲
学
校
の
生
徒
が
実
習
の
で
き

る
施
設
が
少
な
い
の
で
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た
い
。
ま

た
、
本
校
は
中
途
失
明
者
も
入
学

で
き
る
の
で
目
が
不
自
由
に
な
っ

て
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
教
え

て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

実
習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
、
現
在
の
作
業
を
再
検
討
し
、

運
営
を
振
り
返
り
、
関
係
機
関
に

運
営
状
況
を
公
開
す
る
こ
と
に
な

り
、
施
設
全
体
の
充
実
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
で
は
今
後
と

も
幅
広
く
実
習
生
を
受
け
入
れ
て

い
く
予
定
で
す
。

が
ん
ば
れ
Ｓ
君
　
―
長
野
盲
学
校
よ
り
実
習
生
―

長
野
盲
学
校
の
Ｓ
君
十
九
歳
が

十
一
月
下
旬
か
ら
二
週
間
、
ふ
れ

あ
い
に
実
習
に
来
ま
し
た
。

Ｓ
君
は
、
丸
子
町
出
身
で
と
て

も
元
気
で
明
る
い
青
年
で
す
。
小

学
校
五
年
の
と
き
に
病
気
で
眼
が

不
自
由
に
な
り
盲
学
校
に
転
校
し

た
と
の
こ
と
で
、
ふ
れ
あ
い
の
実

習
は
、
将
来
を
考
え
、
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
を
体
験
し
、
一
般
の
企
業

と
同
じ
よ
う
に
働
い
て
み
た
い
と

い
う
希
望
で
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
実
習
初
日

に
施
設
内
を
簡
単
に
案
内
し
た
だ

け
で
、
職
場
や
休
憩
室
や
ト
イ
レ

の
場
所
を
覚
え
、
そ
の
日
の
う
ち

に
職
場
の
仲
間
と
一
緒
に
お
茶
を

飲
ん
だ
り
話
を
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
こ
と
で
、
記
憶
力
と
協
調
性
の

よ
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

仕
事
は
、
ブ
レ
ー
キ
部
品
、
ボ

ビ
ン
更
正
、
印
刷
物
袋
入
れ
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
検
品
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
の
五
種
類
を
経
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
工

程
を
理
解
し
決
め
ら
れ
た
作
業
を

継
続
し
て
で
き
、
担
当
指
導
員
が

「
明
日
か
ら
で
も
正
規
の
利
用
者

と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。」

と
折
り
紙
を
つ
け
る
ほ
ど
が
ん
ば

十
一
月
二
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
評
議
員
の
皆
さ
ん
が
保
育
園
で
園

児
達
と
一
緒
に
十
日
夜
の
藁
鉄
砲
と
、

お
も
ち
つ
き
を
し
、
き
な
こ
も
ち
を

つ
く
っ
て
頂
き
、
お
昼
は
一
緒
に
食

べ
ま
し
た
。
園
児
達
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
方
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
藁
鉄
砲
を

手
に
、
外
で
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
又
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
と
お
手

玉
で
も
遊
び
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
園
児
の
有

意
義
な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
六
日
と
十
七
日
に
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
役
員
研
修
で

大
町
温
泉
へ
行
き
ま
し
た
。

十
七
日
は
、
高
瀬
ダ
ム
へ
行
き
、

発
電
所
も
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

○
西
武
・
巣
栗
テ
レ
ビ
組
合
様
よ
り

２
０
２
２
円

○
武
石
小
学
校
ク
リ
ー
ン
委
員
会
の

皆
さ
ん
よ
り
「
ア
ル
ミ
缶
を
集
め
、

収
益
金
に
し
ま
し
た
。車
椅
子
等
を

買
っ
て
下
さ
い
。」
と
１
５
０
０
円

福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
に
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

福祉の地域づくりをめざして 福祉の地域づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

老
連
役
員
研
修
会

保
育
園
で
十
日
夜

寄
付
金

◇
期
日
　
1
月
10
日（
火
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

◇
期
日
　
1
月
23
日（
月
）

◇
時
間
　
午
後
1
時
30
分
か
ら

4
時
30
分
ま
で

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談
日

老
連
救
急
法
講
習
会
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で
い
ま
す
。
こ
れ
は
二
十
年
度
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

二
十
七
年
度
の
政
策
目
標
は

▼
糖
尿
病
等
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

の
患
者
・
予
備
軍
の
減
少
率
…

二
十
年
度
よ
り
二
五
％
減
少
。

▼
平
均
在
院
日
数
を
短
縮
す
る
…

全
国
平
均
（
三
十
六
日
）
と
最

短
の
長
野
県
（
二
十
七
日
計
画

策
定
時
に
固
定
）
と
の
差
を
半

分
に
縮
小
。

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）
に
今
年

度
最
後
の
基
本
健
診
が
終
了
し
、
六

百
七
十
四
人
の
方
に
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
働
き
盛
り
の
人
に
も
大

勢
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
年

度
は
日
曜
日
に
二
回
、
機
会
を
設
け

ま
し
た
。

武
石
村
の
健
康
づ
く
り
は
「
健
康

武
石
21
」
で
も
い
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
糖
尿
病
や
循
環
器
疾
患
の
発
症

を
防
ぎ
血
管
を
守
る
こ
と
が
、
重
要

課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

保
健
指
導
は
、
健
診
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
検
査
値
に
異
常
が
あ
っ
た
と

き
に
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
高
中
性

脂
肪
、
高
尿
酸
な
ど
個
々
に
対
応
に

つ
い
て
お
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
っ
こ
は
「
肥

満
・
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
」
だ
と
い
う

考
え
方
で
説
明
し
て
い
ま
す
。（
図
１

参
照
）

「
肥
満
・
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
」
が

あ
る
と
血
圧
や
血
液
検
査
に
も
異
常

が
現
れ
血
管
が
傷
み
は
じ
め
て
き
ま

す
。
そ
し
て
数
年
す
る
と
血
管
の
変

化
が
で
て
き
ま
す
（
眼
底
検
査
、
心

電
図
検
査
や
血
液
検
査
〈
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
〉
に
異
常
が
出
て
き
ま
す
）。
そ

し
て
実
際
に
脳
卒
中
や
虚
血
性
心
疾

患
（
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症)

な
ど
を
発

症
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣

病
の
恐
い
と
こ
ろ
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
と
こ
ろ
で
す
。
自
覚
症
状
が
な

い
と
き
に
自
分
の
体
の
状
態
が
わ
か

る
方
法
は
健
診
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

図
２
は
あ
る
人
（
他
県
）
の
脳
梗
塞

に
至
っ
た
経
過
で
す
。
全
て
の
元
で

あ
る
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
二
十
五
以
上
）

を
改
善
で
き
て
い
れ
ば
脳
梗
塞
は
予

防
で
き
た
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
に

今
ま
で
受
け
た
健
診
結
果
か
ら
、
自

分
の
血
管
や
血
液
の
状
態
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
、
今
後
の
見
通
し
が
持
て
、

生
活
習
慣
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
結
果
報
告
会
は
健
診
を
受

け
た
方
自
身
が
自
分
の
体
の
た
く
さ

ん
の
情
報
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
受
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
来
年
度
の
健
診

の
申
し
込
み
を
行
い
ま
す
の
で
、
若

い
方
も
大
勢
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
労
働
省
は
十
月
十
九
日
「
医

療
制
度
構
造
改
革
試
案
」
を
公
表

し
ま
し
た
。
都
道
府
県
医
療
費
適

正
化
計
画
（
仮
称
）
や
（
医
療
保

険
者
に
よ
る
）
四
十
歳
以
上
皆
健

診
・
保
健
指
導
の
義
務
化
、
四
十

歳
未
満
も
努
力
義
務
を
盛
り
込
ん

健康センター
通信　1月号

保健福祉課
℡85-2067

基
本
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

1月11日 水 離乳食教室（後期） 午前10:00～11:30

12日 木 離乳食教室（中期） 午前10:00～11:30

13日 金 離乳食教室（初期） 午前10:00～11:30

17日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30

17日 火 予防接種（麻しん） 午後 1:15～ 1:30（受付）

18日 水 高齢者料理教室① 午前10:00～午後1:00

20日 金 高齢者料理教室（なでしこ） 午前10:00～午後1:00

21日 土 健康管理推進委員会① 午前 9:30～午後1:00

23日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

23日 月 健康管理推進委員会② 午前 9:30～午後1:00

24日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

26日 木 2歳児教室 午前 9:30～ 9:40（受付）

31日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30

2月2日 木 乳幼児健診 午後 1:15～ 1:30（受付）

7日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

9日 木 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

10日 金 料理教室（パセリグループ） 午後 1:15～4:00

1月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

【図1】今後の見通しが待てること 
脳卒中 

眼底変化 心電図所見 クレアチニン 

虚血性心疾患 

高
血
圧 

高
血
糖 

高
尿
酸 

高
中
性
脂
肪 

あ
な
た
は
ど
の
段
階
？ 肥満・内臓脂肪の 

蓄積 

※まず、自分の血管や血液状態 
　がイメージできること。 

「根っこは同じ」 

動脈硬化 
ドロドロ血… 

【図2】 A氏 54歳 脳梗塞 

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54歳 

検
査
結
果 

治
療 

BMI 25以上 

高中性脂肪 

一過性脳虚血治療 

左脳硬塞治療 

高血圧 

高尿酸 

低HDL 

高LDL
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平
成
18
年
４
月
か
ら
上
田
市
交
通

災
害
共
済
制
度
に
な
り
ま
す
。

（
現
在
ご
加
入
の
東
信
地
区
交
通
災
害

共
済
は
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。）

◆
会
員
期
間

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19

年
５
月
31
日
ま
で
（
14
ヵ
月
間
）

※（
新
）上
田
市
交
通
災
害
共
済
制
度

は
６
月
１
日
か
ら
翌
年
５
月
31
日

ま
で
の
共
済
期
間
に
な
り
ま
す

が
、
３
町
村
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
限
っ
て
、
４
月
１
日
か
ら
翌

年
５
月
31
日
ま
で
の
14
ヵ
月
で
の

加
入
に
な
り
ま
す
。

◆
会
費
（
今
回
の
み
14
ヵ
月
分
の
会

費
と
な
り
ま
す
）

◇
小
中
学
生
　
一
人
３
５
０
円

（
来
年
度
は
３
０
０
円
）

◇
一
般
　
　
　
一
人
５
８
０
円

（
来
年
度
は
５
０
０
円
）

◇
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
10
年
５
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

一
人
　
５
０
０
円

◇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
　
一
人
80
円

◇
未
就
学
児
童
（
平
成
12
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

一
人
　
50
円

【
次
の
方
は
無
料
で
す
。】

◇
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

◇
交
通
・
災
害
遺
児

◇
身
障
者
手
帳
１
・
２
・
３
級
の
方

◇
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

◆
加
入
方
法

３
月
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
込

書
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
会
費
を

添
え
て
、
３
月
24
日（
金
）ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

役
場
総
務
課
（
℡
85
‐
２
３
１
１
）

◇
日
時

平
成
18
年
１
月
28
日（
土
）

15
時
か
ら
20
時
30
分

◇
会
場

上
田
東
急
イ
ン
・
国
際
ク

リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
３
Ｆ
「
信
濃
」

◇
内
容

Ｆ
Ｍ
長
野
の
伊
織
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
進
行
で
ゲ
ー
ム
と
立
食

の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
。

◇
募
集
人
員

男
女
と
も
各
50
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
に

よ
り
当
選
者
の
み
参
加
）

◇
参
加
対
象

25
歳
以
上
の
独
身
男
女

◇
参
加
費

男
性
お
一
人
様
　
６，

０
０
０
円
　

女
性
お
一
人
様
　
３，

０
０
０
円

◇
申
込
方
法

Ｆ
Ｍ
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.fm
nagano.co.jp

）

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
。
ま
た
は
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｆ
Ｍ
長
野
「
伊
織

の
合
コ
ン
大
作
戦
」
の
係
ま
で
。

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
住
所
・
生
年
月

日
・
職
業
・
血
液
型
・
電
話
番
号

を
必
ず
ご
明
記
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
申
込
み
は
参
加
希
望
者
ご
本
人

の
場
合
の
み
と
し
ま
す
。

◇
応
募
締
切

平
成
18
年
１
月
13
日（
金
）必
着

◇
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
先

Ｆ
Ｍ
長
野

〒
３
９
０
‐
８
５
２
０

松
本
市
本
庄
１
‐
13
‐
５

℡
０
２
６
３
‐
33
‐
４
４
０
０

FAX
０
２
６
３
‐
33
‐
９
９
９
９

詳
し
く
は
Ｆ
Ｍ
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ｈ
５
Ｎ
１
亜
型
）
は
、
東
南
ア
ジ
ア
、

中
国
か
ら
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

モ
ン
ゴ
ル
に
続
き
ル
ー
マ
ニ
ア
や
ト

ル
コ
で
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ
ル
ス
が
渡
り
鳥

の
飛
行
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
拡
が
っ
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
に
は
、
多
く
の
渡
り
鳥
が

飛
来
し
て
い
ま
す
の
で
、
鳥
の
飼
養

環
境
に
御
配
慮
の
上
、
飼
養
し
て
い

る
鳥
に
少
し
で
も
異
変
が
見
ら
れ
ま

し
た
ら
、
羽
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
直
ち
に
左
記
の
家
畜
保
健
衛
生

所
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
連
絡
先

佐
久
家
畜
保
健
衛
生
所
上
田
支
所

℡
23
‐
１
６
３
０
直
通
、
ま
た
は

23
‐
１
２
６
０
（
内
線
２
４
４
２
）

FAX
25
‐
７
１
６
０

Ｅ
メ
ー
ル

sakukachiku-
ueda@

pref.nagano.jp

※
直
通
電
話
は
、
休
日
で
も
担
当
者

に
転
送
さ
れ
ま
す
。

1月 1月 
平
成
18
年
度

上
田
市
交
通
災
害
共
済

加
入
の
お
知
ら
せ

12月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

独
身
男
女
交
流
会
開
催

の
お
知
ら
せ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

お
知
ら
せ
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こ
の
碑
は
、平
成
六
年
三
月
十
八
日

武
石
村
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
板
碑

型
文
字
塔
で
あ
り
、全
国
で
も
あ
ま
り

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

妙
見
寺
の
表
参
道
入
口
に
左
右
一

対
に
な
っ
て
、
寺
の
本
堂
に
向
か
っ

て
、右
が「

掌
善
」、左
が「

掌
悪
」

と
刻
ま
れ
、
あ
た
か
も
仁
王
様
の
如

く
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
奥
を
少
し

入
る
と
延
命
地
蔵
菩
薩
が
姿
を
現
す
。

地
蔵
菩
薩
は
、
お
釈
迦
様
の
入
滅

後
、
未
来
の
救
済
仏
で
あ
る
弥
勒
菩

薩
が
人
間
世
界
に
出
現
さ
れ
る
ま
で

の
五
十
六
億
七
千
万
年
と
い
う
永
い

無
仏
末
法
の
時
代
に
「
苦
し
み
を
免

れ
ぬ
者
全
部
を
お
前
の
手
に
ま
か
す

か
ら
、
救
い
の
手
を
差
し
の
べ
て
あ

げ
な
さ
い
」
と
い
う
お
釈
迦
様
の
言

葉
に
よ
っ
て
、
此
の
世
に
現
れ
た
と

言
わ
れ
る
。
梵
語
で
ク
シ
テ
イ
・
ガ

バ
ル
と
い
い
、
大
地
の
根
源
を
意
味

し
、
六
道
（
地
獄
道
、
餓
鬼
道
、
畜

生
道
、
修
羅
道
、
人
道
、
天
道
）
の

衆
生
を
救
う
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
延
命
地
蔵
菩
薩
に
は
、
向

か
っ
て
右
脇
に
掌
善
童
子
、
左
脇
に

掌
悪
童
子
を
従
え
た
地
蔵
三
尊
形
式

が
あ
る
。

妙
見
寺
の
延
命
地
蔵
菩
薩
像
の
建

立
が
宝
暦
六
年(

１
７
５
６)

、
こ
の

石
碑
が
造
ら
れ
た
の
は
翌
年
の
宝
暦

七
年（
１
７
５
７
）と
、
ほ
ぼ
同
時
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
蔵
三
尊
型
式

の
一
種
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

碑
に
あ
る
梵
字
は
古
代
イ
ン
ド
の
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
で
、「

」
は

本
不
生
の
意
で
、善
い
行
い
は
永
遠
に

続
け
ら
れ
る
と
記
さ
れ
、一
方
、「

」

は
厭
離
の
意
で
、
悪
い
行
い
は
す
べ

て
遠
ざ
け
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

次
号
で
は
、「
馬
頭
観
音
」（
沖

小
山
東
）
を
紹
介
し
ま
す
。

●伊 達 巻●

〈作り方〉
①フードプロセッサーに、はんぺんと布巾に包んで水気を絞った豆腐
を入れてかき混ぜ、次に卵を加えてかき混ぜる

②①に調味料を加えて混ぜ合わせ、滑らかな生地を作る。
③卵焼き器を火にかけて温め、全体に油を回し入れて、②を1度に入
れて焼く。回りが固まりかけたら、卵焼きの下に魚焼き器を置き、
ふたをして移動させながら均等な焼き色になるようにする。

④表面が固まってきたら、ふたに開け、そのまますべらして裏返して焼く。
⑤鬼すだれに巻き、まき終わりを下にして、そのまま冷ます。冷めた
ら切り分ける。

〈材料〉巻きす1本分

はんぺん ……小1枚
木綿豆腐……1/４丁
卵（Ｌサイズ）…5個
油 ………………少々

―調味料―
砂糖……………30g
みりん ……大さじ1
酒 …………大さじ1
塩 ………小さじ1/3
醤油 ……小さじ1/2
だし汁 ……大さじ1
油 …………小さじ1

ー道　具ー
フードプロセッサー
（すり鉢またはミキサ
ー）・卵焼き器または
オーブン・鬼すだれ
（巻きす・卵焼き器の
ふた）

※ふたが無いときは……卵焼き器と同じくらいの大きさの、折箱のふたをアルミホイルで包んで使うと、便利です。
※鬼すだれがないときは、普通の巻きすを使います。
※オーブンの天板にクッキングシートをしいて200℃で15～20分焼いてもOKです。
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（仮称）武石〇〇号の 利用方法 

（仮称）武石〇〇号の 運行サービスエリア 
　武石村ではかねてから新たな公共交通システムの検討を進めてきました。その

結果、朝夕の通勤・通学には今までどおり千曲バスによる運行を行い、日中の時

間帯はデマンド交通システムにより運行をすることになりました。 

　この方式は、村が商工会に委託して、商工会が運営主体となり、平日の午前8

時頃から午後5時頃までタクシー会社からタクシーをお借りし、商工会館内に設

置しました受付センターで、皆様からの予約を受付し配車しながら一定のエリア

内を運行するものです。 

①利用者は「（仮称）武石○○号」への利用登録が必要です。 

②「（仮称）武石○○号」の村内フリーエリア内には、停留所はありません。 

　（ご自宅やお店で到着をお待ちください。） 

③「（仮称）武石○○号」の利用例 

 

 

 

 

 

 

④「（仮称）武石○○号」は複数の人との乗り合わせの利用となります。 

⑤目的地に直行する通常のタクシーとは異なりますので、到着時間に余裕がある

場合にご利用ください。 

●「（仮称）武石○○号」は時刻表に基づいた運行を行います。 
　（土・日、祝・祭日、お盆、年末年始は運行しません。） 
　※運行開始は、2月6日（月）を予定しています。また、運
　行時刻表については広報2月号でお知らせします。 
 
●予約は遅くとも利用予定便の出発時間30分前までに「（仮
称）商工会受付センター」（TEL41-4555）へご連絡いただき、
予約してください。予約時間は平日の午前7時30分から
午後4時（予定）までです。 

 
●予定の変更（キャンセルなど）をしたいときは、すぐにご連
絡ください。 

利用上の注意 ご利用料金（予定） 

●村内フリーエリア内 
●丸子駅 
●丸子中央総合病院 
●岸医院 
●依田窪病院 
 

●大屋駅 

一回乗車 

300円 

一回乗車 

600円 

ご注意ください 

今回の「（仮称）武石〇〇号」の運行により、村営バスの運行は廃止となります。 
また、平成18年4月から千曲バスの武石線は朝と夕方の便のみ運行となります。 

�お問い合わせ先� 
武石村役場 
企画財政課 
℡85-2311

●下記地図の村内フリーエリア内であれば、自由に乗降りできます。 
●村内フリーエリア外であっても、以下の施設からは乗降りができます。 

　　（ 丸子駅、大屋駅、依田窪病院、丸子中央総合病院、岸医院の5施設） 

「（仮称）武石〇〇号」は、利用登録いただければ、 
武石村にお住まいのどなたでも利用することができます。 

● 発着限定地 
「大屋駅」 

● 
● 
● 

発着限定地 
「岸医院」 

発着限定地 
「丸子駅」 

発着限定地 
「丸子中央総合病院」 

● 
発着限定地 

「依田窪病院」 

運行サービスエリア 

村内フリーエリア 
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